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～畦畔・農道の除草と本田薬剤散布の徹底を～
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注意報 第３号より（病害虫防除所発表）

これまで秋田県ではアカヒゲホソミドリカスミカメが主体でありましたが、本年はアカ
スジカスミカメが多発しています。
今後の気象予報からも斑点米カメムシ類の発育に好適な環境が続くと見込まれています
ので、イネの生長に合わせ、薬剤での防除を徹底しましょう。アカスジカスミカメは登熟
後半まで加害することがあるので今後の予察に注意しましょう。
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○出穂１０日以降は草刈り禁止期間となっています。
○出穂１０～１５日までに草刈りを終えることが出来なかった場合など、やむを得ず草刈りを
する時は必ず畦畔を含む水田全面に斑点米カメムシ類対象の殺虫剤（下記薬剤）を茎葉
散布した後に草刈りをしてください。
○周辺より出穂の早い圃場では斑点米カメムシ類が集まりやすいので、出穂期に合わせて
防除時期を調整しましょう。

◎農薬適正使用基準

圃場内の雑草防除
及び畦畔の草刈り

アカスジカスミカメ
特徴：体長５～６㎜、背側中央

部に橙赤色の太い縦線が
ある

アカヒゲホソミドリカスミカメ
特徴：体長５～６㎜、幅１㎜で

細長く触角・足が淡赤色

オオトゲシラホシカメムシ
特徴：体長６～７㎜、背側全体

が灰褐色で白色の斑点が
あり、肩の辺りにトゲが
ある

発行／秋田おばこ農業協 同 組 合
仙 北 農 業 共 済 組 合

監修／仙北地域振興局農林部農業振興普及課
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東北地方１ヶ月予報
（７月１６日から８月１５日までの天候見通し）
平成２３年７月１５日 仙台管区気象台発表

天気は数日の周期で変わるでしょう。
天気の推移は平年と同様に前半は曇りや
雨の日が多く、後半は晴れの日が多いで
しょう。
向こう１ヶ月の平均気温、降水量、日照
時間は平年並みの確率が４０％です。
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田植作業が遅れ、生育も遅れていましたが、６月
中旬以降の好天により葉齢は平年並まで回復しまし
た。７月上旬から高温が続き、草丈が平年より長く
なっています。葉色は平年よりやや濃くなっていま
す。
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農農農業業業技技技術術術情情情報報報
№５ 平成２３年７月発行

積算気温からみた出穂期の予測

※７月２０日以降は平年気温

出穂期１０日後

スタークル粉ＤＬ

スタークル液剤

追 加 防 除

キラップ粉剤ＤＬ

キラップフロアブル

散 布 時 期 薬 剤 名
希釈倍率／散布量
（１０ａあたり）

適 正 使 用 基 準

使 用 時 期 使用回数

出穂期１０日後頃
ス タ ー ク ル 粉 Ｄ Ｌ ３㎏

収穫７日前まで ３回以内
ス タ ー ク ル 液 剤 １，０００倍／６０～１５０㍑

追 加 １ 回 目
散布後１４日後頃

キ ラ ッ プ 粉 剤 Ｄ Ｌ ３～４㎏
収穫１４日前まで ２回以内

キラップフロアブル １，０００～２，０００倍
／６０～２００㍑

田植月日
（月日）

草 丈
（㎝）

茎 数
（本／㎡）

葉 齢
（葉）

葉 色
（ＳＰＡＤ）

出 穂 期
（月日）

本 年 ５月２５日 ６６．５ ４５８ １１．０ ４１．１ ８月５日
（幼穂長からの予測）

平 年 ５月１９日 ６４．２ ５０２ １１．０ ３９．８ ８月４日

平 年 比 晩６日 １０４ ９１ ±０ １０３ 晩１日

前 年 比 晩５日 ９３ １０６ ±０ １０９ 晩２日

移植日（中苗） 出 穂 期

５月２１日 田植始期 ８月３日

５月２７日 田植盛期 ８月６日

５月３１日 田植終期 ８月８日

仙北

多 発 時 等
必要に応じて
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（病害虫防除所 防除対策情報第３号より）

葉色の濃い水田や山沿いの水田で集中加害を受ける場合がありますので、圃場ごとの発
生状況を確認し、防除を行いましょう。
出穂期前に大きな被害を受けると登熟阻害の原因となるほか、老齢幼虫になると薬剤が
効きにくくなるので被害初期に遅れないように防除しましょう。

いいいいいいいいいいいいいいいいいいいいももももももももももももももももももももちちちちちちちちちちちちちちちちちちちち病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病対対対対対対対対対対対対対対対対対対対対策策策策策策策策策策策策策策策策策策策策 早期発見・早期防除が決め手になります。

いもち病の発生時期は平年並と見られます。圃場巡回等で発病が確認された場合、直ち
に予防剤と治療剤の混合剤（ブラシン剤等）の茎葉散布を行います。その後、必要に応じ
てビーム剤を追加散布します。

【注意�】
── フサライドの総使用回数が３回に変わりました。──

ラブサイド剤の成分であるフサライドの総使用回数は６回から３回に変更となっていま
す。農薬は使用の都度帳簿に記載し、ラブサイド剤やその混合剤（ブラシン剤等）の総使
用回数が３回を超えないよう計画的に使用しましょう。

圃場巡回でいもち病が確認されたため、ブラシン剤を使用した。今後、ラブサイド
剤・ラブサイドスタークル剤の散布を無人ヘリで予定しており、今のところフサラ
イド含有薬剤を３回使用予定のため、後々いもちが見られる様であればビーム剤を
使用する。

── モンガード剤の登録失効について ──
下記の薬剤は平成２３年３月３１日をもって使用できなくなり、既に販売が中止しておりま
すが、在庫等で残っている場合は地域の処分方法に基づいて処分し、絶対に使用しないで
下さい。
ジクロメジン含有農薬の薬剤名

使
用
例

今今今今今今今今今今今今今今今今今今今今後後後後後後後後後後後後後後後後後後後後のののののののののののののののののののの管管管管管管管管管管管管管管管管管管管管理理理理理理理理理理理理理理理理理理理理ににににににににににににににににににににつつつつつつつつつつつつつつつつつつつついいいいいいいいいいいいいいいいいいいいてててててててててててててててててててて ほ場巡回を徹底し、倒伏を防ぎ、品質の高い米づくりを�

【倒伏注意の目安】
① 減分期の草丈が７５㎝以上（１２葉の葉身長が４０㎝以上、葉鞘長が３５㎝以上）
② 第５節間が４～５㎝以上、第４節間が９～１０㎝以上、合計で１３～１５㎝以上

減数分裂期に草丈と節間長の確認を行いましょう。
倒伏の可能性が高いと判断された場合は、倒伏軽減剤の使用を検討します。
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出穂始めから１０日間は水を多く必要とする時期となりますので、水深５～６㎝程度の湛
水を保ちましょう。その後は、２～３㎝の浅水から間断かん水とします。
気温が３０℃を超えるような高温下では、根の活力や光合成機能が低下し、白粒や胴割れ
の増加といった品質・整粒歩合低下を招くため、水の入替等を行い地温低下に努めましょ
う。
落水の時期は、概ね出穂後３０日後とします。（早期に落水すると葉色の低下、枯れ上が
り、根の機能減退により登熟が妨げられ収量、品質、食味が低下します。）

カカカカカカカカカカカカカカカカカカカカドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミウウウウウウウウウウウウウウウウウウウウムムムムムムムムムムムムムムムムムムムム対対対対対対対対対対対対対対対対対対対対策策策策策策策策策策策策策策策策策策策策 平成２３年２月２８日から米のカドミウム基準値が引き下げられました。

食品衛生法における米のカドミウム濃度の基準値は、これまで１．０�未満でしたが、平
成２３年２月２８日から０．４�以下になりました。このため、これまで以上に徹底したカドミ
米発生防止対策が必要になります。
カドミ米対策地域では、出穂前後各３週間（７月１５日～８月２５日）湛水管理を行います。

【生育時期と節間の伸長時期の目安】

散布のポイント 薬 剤 名
希釈倍率／散布量
（１０ａあたり）

適 正 使 用 基 準
使 用 時 期 使用回数

茎 葉 散 布

ト レ ボ ン 粉 剤 Ｄ Ｌ ３㎏ 収穫７日前まで ３回以内
スタークル粉剤ＤＬ ３㎏ 収穫７日前まで ３回以内
ディプテレックス粉剤ＤＬ ３～４㎏

収穫１４日前まで ４回以内
ディプテレックス乳剤 ２，０００倍／－

散布のポイント 薬 剤 名
希釈倍率／散布量
（１０ａあたり）

適 正 使 用 基 準
使 用 時 期 使用回数

予 防 剤 と
治療剤の混合剤

ブ ラ シ ン 粉 剤 Ｄ Ｌ ３～４㎏
収穫２１日前まで ２回以内

ブラシンフロアブル １，０００倍／１００㍑

出 穂 直 前 と
穂揃期の２回
※多発時は傾穂
期に追加防除

ラブサイド粉剤ＤＬ
３～４㎏

収穫７日前まで ３回以内
ビ ー ム 粉 剤 Ｄ Ｌ
ラブサイドフロアブル １，０００倍／－
ビ ー ム ゾ ル １，０００倍／－

減 分 始 期
（出穂１４日前）

減 分 盛 期
（出穂１０日前）

幼穂長２．５㎝ 幼穂長１１．５㎝

第４節間伸長終期 第３節間以降伸長

種 類 名 薬 剤 名

シラフルオフェン・ジクロメジン・フサライド粉剤 ラブモンジョーカー粉剤ＤＬ

ジ ク ロ メ ジ ン 粉 剤 モ ン ガ ー ド 粉 剤 Ｄ Ｌ

エトフェンプロックス・ジクロメジン粉剤 モンガードトレボン粉剤ＤＬ

ジ ク ロ メ ジ ン 水 和 剤 モ ン ガ ー ド ゾ ル

散布のポイント 薬 剤 名
使 用 量
（１０ａあたり）

適 正 使 用 基 準
使 用 時 期 使用回数

湛水均一散布

ロ ミ カ 粒 剤 ２～３㎏ 出穂２５～１０日前まで

１回
ス マ レ ク ト 粒 剤 ２～４㎏ 出穂２０～７日前まで
ビ ビ フ ル 粉 剤 Ｄ Ｌ ３～４㎏ 出穂１０～５日前まで
ビビフルフロアブル ７５～１００�／５０～１５０㍑ 出穂１０～２日前まで

落
水
�

湛水 間断かん水 落水期

出穂期 くぼみに一部水
がある程度より
乾かさない。

２０日後 足を入れてかかとの部
分まで一部水がにじみ
出る程度

３０日後 一部小ヒビの
入る程度


